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登下校中の安全対策と指導の取り組みまとめ
〜各学校で実施されている登下校中の安全対策やマナー指導に関する取り組みについて、⽣活指導委員会で意⾒交換いたしました。〜
◎安全マナー指導

◎⽴哨活動

◎バス通学のマナー指導

◎⾒守り活動の課題と改善策

◎地域全体での取り組み

〜 感想 〜

 各学校の取り組み: ⾃校のことしか知らなかったが、他校の取り組みを知る機会になった。PTAや地域の⽅々がサポートしている。
 私語禁⽌: 安全⾯で私語禁⽌を徹底している学校もあり、特に低学年が上級⽣に必死について⾏く姿が⾒られる。
 地域差: 都会と⽥舎、児童数によって取り組みに違いがあり、条件に応じた⼯夫が必要。

 ⽴哨活動の頻度: ⼀部の学校では⽉1回の⽴哨活動を実施しているが、少ないと感じる保護者もいる。
 具体的なマナー指導: フードをかぶらない、ポケットに⼿を⼊れないなどの具体的な指導が⾏われている。
 教師と保護者の協⼒: 教職員が年数回程度、下校時に指導を⾏ったり、保護者が登下校時に⽴哨活動を⾏っている。

 バス停での待機: 保護者がバス停まで送り迎えし、待機時の並び⽅や乗⾞時のマナー、ICカードのチャージ等について指導。
 地域協⼒: バス停付近の⾃治会やボランティアがサポート。

 活動が難しい⽅への配慮: 理由を伝え、理解を得て対応。児童減少による協⼒者減少が課題。
 ⼈材不⾜の対策: PTAや地域協⼒者の⼈材不⾜に対し、⾒守りの必要性を伝え、協⼒を呼び掛ける。⽣活指導部やボランティアの募集を活⽤。

 シニア世代の協⼒: ⾼齢者の協⼒が不可⽋だが、⾼齢化の進⾏により今後の課題が残る。
 啓蒙活動: ⾒守りの重要性を定期的に伝え、強制せず意識づけを⾏う。

これらの取り組みを通じて、多くの学校や地域が⼦どもたちの安全確保に⼒を⼊れていることがよくわかりました。特に、地域全体で協⼒し合う
姿勢や、具体的な安全マナー指導が⾏われている点は⾮常に素晴らしいと感じました。また、地域差や学校の規模による取り組みの違いを理解
し、それぞれの条件に応じた⼯夫をしている点も印象的でした。

しかしながら、⾒守り活動の負担や協⼒者の不⾜という課題も浮き彫りになっており、今後は地域全体での⽀援体制の強化が求められると感じま
した。⾼齢化の進⾏や働き⽅の変化に対応するために、より柔軟な参加⽅法や啓蒙活動の強化が必要と思いました。総じて、⼦どもたちの安全を
守るために、多くの⽅々が尽⼒している姿勢に感謝と敬意を表します。


